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論文内容の要旨
本論文は，最小記述長 (MDL) 原理に基づいて，複数物体の動画像解析の手法を提案し，これをいくつかの問題に
適用した結果をまとめたものである O
第 1 章では，本研究の目的，背景，動機について述べ，本論文の内容と本手法の特徴を従来の方法と比べて概説し，
論文の位置付けを行っている。
第 2 章では，複数動物体を含むシーンにおける物体の切りだしと各物体の運動推定に対して，新しい解決方法を論
じている O 連続している二枚の画像のフレーム聞の複数の運動モデルを用意し，運動モデルの運動記述長とモデルと
実際の運動との誤差の記述長を定式化している O 両者の記述長の和を最小とするような物体の切りだし，運動を記述
することによって物体の切り出しと個々の物体の運動のモデル化を同時に行う方法を提案しているO この手法をい
くつかの合成画像と実画像に適応し その有効性を示している。
第 3 章では，長い時系列における問題を解決するために，新しい運動モデリング法を提案している。これは逐次的
に記述を作ってゆき 各時点でそれまで推定された運動パラメータを用いてその時点の運動を記述する。この記述長
が最小になるように長い時系列の運動を記述する方法を定式化しているO
第 4 章では，複数な動物体の追跡という問題に対して，物体の運動状態が不変という仮定のもとで，各物体の長い
時系列における運動記述長を最小にすることにより，各物体の追跡を行う方法を提案しているO
第 5 章では，長い時系列で物体の運動状態が変化して，複雑な運動をする場合を論じている。この運動状態の変化
を検出し，時間的な分割により，複雑な運動を記述する O その記述長を最小にすることによって，最適な時間分割と
モデリングを行う方法を提案している。同時に フレーム間による空間分割の暖昧性に対して長い時系列での運動
情報を統合し，最適な空間分割を行っている。
第 6 章では，本研究で得られた成果を総括し，今後の課題を述べて結論としている。
論文審査の結果の要旨
動画像処理は，機械の知能化や，ヒューマンインターフェイスの高機能化のための重要な技術である。従来の多く
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の研究は，運動物体と背景の色や明るさが異なる場合，運動物体が少数の場合，あるいは運動物体が互いに分離して
いない場合を扱っていた。本論文は，最小記述長 (MDL) 原理に基づいて，より広範囲に適用できる動画像解析の
手法を提案したものでその主な成果は次のとおりである。
(1) 連続している二枚の画像のフレーム間の複数の運動モデルを用意し，運動モデルの運動記述長とモデルと実際の
運動との誤差の記述長の和を最小とするような物体の切りだし，運動を記述することによって，物体の切り出しと
個々の物体の運動のモデル化を同時に行う方法を提案している。
(2) 長い時系列の画像において，逐次的に記述を作ってゆき，各時点でそれまで推定された運動パラメータを用いて
その時点の運動を記述し この記述長が最小になるように長い時系列の運動を記述する方法を定式化している。
(3) 複数な動物体の追跡という問題に対して物体の運動状態が不変という仮定のもとで，各物体の長い時系列にお
ける運動記述長を最小にすることにより 各物体の追跡を行う方法を提案しているO
(4) 長い時系列で物体の運動状態が変化して，複雑な運動をする場合，運動状態の変化を検出し，時間的な分割によ
り，複雑な運動を記述し，その記述長を最小にすることによって，最適な時間分割とモデリングを行う方法を提案
している。同時に，フレーム聞による空間分割の暖昧性に対して，長い時系列での運動情報を統合し，最適な空間
分割を行っている O
以上のように本論文は， MDL 原理に基づいて動画像の切り出しと運動のモデル化を行う手法を提案するとともに，
動画像解析に多くの示唆を与えており 画像処理の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める O
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